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の
で
、
現
施
設
の
規
模
は
Ｒ

Ｃ
造
地
下
１
階
地
上
４
階
建

て
延
べ
約
１
万
４
５
４
７
平

方
研
。基
本
計
画
に
よ
る
と
、

第
１
ホ
ー
ル
を
建
て
替
え
、

そ
の
他
の
施
設
を
全
面
改
修

す
る
方
針
で
、
整
備
費
用
は

約
８９
億
円
と
し
て
い
る
。

業
務
は
▽
再
整
備
工
事
基

本
設
計

（第
１
ホ
ー
ル
棟
新

築
、
第
２
ホ
ー
ル

・
会
議
室

棟
改
修
、外
構
そ
の
他
整
備
）

は
延
べ
面
積
約
６
５
０
０
平

方
清
（約
６
５
０
席
）
。
納
期

は
・２
年
３
月
８０
日
、
概
算
予

定
価
格
は
６
４
０
０
万
円
。

参
加
資
格
は
、
市
の
入
札

参
加
資
格
有
資
格
者
名
簿

（測
量

・
設
計
）
等
に
建
築

設
計
で
登
録
さ
れ
て
い
る
１

級
建
築
士
事
務
所
。

９．
年
度

以
降
に

「オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ピ

ッ
ト
と
フ
ラ
イ
タ
ワ
ー
を
持

ち
、
１
５
０
０
席
以
上
の
客

高槻市

新
市
民
会
館
基
本
計
画
支
援

大
阪
府
高
槻
市
は
２８
日
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
市
民

会
館

（野
見
町
２
の
３３
）
の

建
て
替
え
基
本
計
画
策
定
支

援
業
務
の
受
量
者
を
決
め
る

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
、

空
間
創
造
研
究
所

（東
京
都

渋
谷
区
）
に
決
め
た
と
明
ら

か
に
し
た
。
新
市
民
会
館
の

駐
車
場
を
除
く
敷
地
面
積
は

９
０
０
０
平
方
済
、
延
べ
床

面
積
は
１
万
６
０
０
０
～
１

万
８
０
０
０
平
方
研
を
想

定
。
現
地
建
て
替
え
か
城
跡

公
回

（城
内
町

・
野
見
町
、

４

・
４４
診
）
へ
の
移
転
建
て

替
え
を
今
後
検
証
。
業
務
期

間
は
１２
年
３
月
３‐
日
ま
で
。

作
業
が
順
調
に
進
め
ば
、

１２

年
度
に
も
設
計
に
着
手
し
、

・４
年
度
の
着
■
を
日
指
す
。

市
で
は
１０
年
度
に
新
市
民

会
館́
の
基
本
構
想
を
策
定
。

薫
群

良

会
館

に
必
要
と
さ
れ

に
絞
り
込
み
、
１
５
０
０
席

の
大
ホ
ー
ル
と
、
２
０
０
席

の
可
動
席
な
ど
を
備
え
た
小

ホ
ー
ル
の
配
置
を
位
置
づ
け

た
。
基
本
構
想
策
定
支
援
業

務
は
石
本
建
築
事
務
所
が
担

当
し
た
。

建
て
蓄
え
を
計
画
し
て
い

る
菫
民
会
館
は
、
市
民
の
文

化
活
動
の
拠
点
と
し
て
１
９

６
４
年
１０
月
１
日
に
開
館
。

９２
年
４
月
に
開
館
し
た
隣
の

魏
餃
冬
隕
躾
瘍
鰈
傷
飩
麒
躾
様

土
木
学
会
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
は
２７
日
、
大
阪
市
西
区
の
建
設

交
流
館
で
土
木
学
会
関
西
支
部
と
近
畿
建
設
協
会
の
共
催
に
よ
る

「近
畿

に
お
け
る
社
会
資
本
整
備
の
あ
り
方
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

し
た
。
東
南
海

・
南
海
地
震
の
発
生
が
危
慎
さ
れ
て
い
る
中
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
学
ぶ
低
頻
度
巨
大
災
害
へ
の
備
え
や
近
畿
地
方
の
公
共
事
業
の

現
状
と
課
題
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
、
近
畿
地
方
の
未
来
に
向
け
た
社
会

資
本
整
備
の
取
り
組
み
を
考
え
る
場
と
し
て
企
画
し
た
．

午
後
１
時
３０
分
か
ら
開
か

れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
約

１
７
０
人
が
出
席
。
小
津

一

雅
土
木
学
会
建
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
委
員
長
が
委
員
会
の
活

動
報
告
を
行
っ
た
あ
と
、
森

地
茂
政
策
研
究
大
学
院
大
学

特
別
教
授
が
「東
日
本
大
震

災
復
興
政
策
の
あ
り
方
と
今

後
の
大
震
災
へ
の
教
訓
」
を

テ
ー
マ
に
基
調
講
演
し
、
復

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
久
瀬
磨
衣
子
環
境
総
合
テ
ク

ノ
ス
上
本
部
土
木
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ

ー
が

「巨
大
災
害

へ
の
備
え

ヽ
こ
れ
か
ら
の
近
畿
の
社
会

資
本
整
備
の
あ
り
方
」
を
テ

ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
展
開
。

本
下
氏
は
被
災
地
の
被
害

が
大
き
か

っ
た
地
域
と
小
さ

か
っ
た
地
域
に
つ
い
て
視
察

し
た
状
況
を
報
告
し
、
住
居

が
標
高
に
よ

っ
て
明
暗
を
分

け
た
こ
と
や
防
波
堤
が
津
波

を
防
御
し
た
こ
と
な
ど
を
例

に
挙
げ
、

「壊
減
的
被
害
を

防
止
で
き
る
災
害
に
強
い
国

土
構
造
に
改
変
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。
設
計
を
超
え
る
外

力
に
対
し
て
も

一
定
の
機
能

を
確
保
で
き
る
こ
と
も
大

切
」
だ
と
話
し
た
。
山
本
氏

は
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
の
活
動

な
ど
を
報
告
し
た
上
で
、
近

畿
の
災
害
リ
ス
ク
を
紹
介
．

近
畿
道
紀
勢
線
の
整
備
や
幹

線
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
が
課
題
だ
と
指
摘
し
た
。

ま
た
、
奥
村
氏
は
大
震
災

で
の
建
設
業
者
が
果
た
し
た

役
割
な
ど
を
紹
介
し
た
あ

と
、

「建
設
業
界
か
ら
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
必
要
性
を
訴
え

て
も
聞
い
て
も
ら
え
な
い

が
、
そ
れ
で
も
粘
り
強
く
訴

え
て
い
き
た
い
。
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
減
災
に
寄
与
し
た
実

績
を
踏
ま
え
、
総
合
的
な
防

災
対
策
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」

と
語

っ
た
。
交
久
瀬
氏
は
自

然
災
害
を
人
災
に
し
な
い
こ

と
の
大
切
さ
を
訴
え
な
が

ら
、
被
災
地
の
調
査
に
高
精

度
Ｃ
Ｐ
Ｓ
移
動
計
測
装
置
を

活
用
す
る
な
ど
デ
ー
タ
計
測

の
重
要
性
を
述
べ
、
奥
田
氏

は
今
後

の
課
題
と
し
て
、

「津
波

・
地
震
に
対
し
て
強

靭

（き
ょ
う
じ
ん
）
な
港
湾

づ
く
り
や
コ
ン
テ
ナ

・
車
両

の
流
出
防
止
策
、
交
通
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
の
完
備
し
た
港
湾

整
備
な
ど
が
重
要
」
だ
と
し

た
。藤

若
氏
は
列
島
強
靭
化
論

を
紹
介
し
な
が
ら
、

「東
日

本
側
で
発
生
し
た
巨
大
地
震

の
あ
と
、
必
ず
何
年
後
か
に

西
日
本
側
に
巨
大
地
震
が
発

生
し
て
い
る
。
早
急
に
対
応

し
な
い
と
日
本
国
家
の
存
続

そ
の
も
の
が
危
機
に
さ
ら
さ

れ
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、

「存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、

致
命
傷
を
回
避
し
、
被
害
を

最
小
化
し
、
早
期
回
復
で
き

る
強
靱
さ
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
重
要
。
総
額
で
２
０
０

兆
円
規
模
の
公
共
投
資
が
復

興
と
防
災
に
は
必
要
だ
。
こ

の
投
資
を
行
う
こ
と
で
、
乗

数
効
果
を
通
し
て
日
本
の
Ｃ

Ｄ
Ｐ
は
復
活
す
る
」
と
強
調

し
た
。

(1 1)

土木学会建設マネジ委ら

興
体
制
に
関
す
る
第
１
次
提

言
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、

「災
害
情
報
と
復
興
に
関
す

る
国
際
的
視
点
と
条
件
不
利

地
域
マ
援
制
度
の
抜
本
的
見

直
し
が
必
要
だ
」
な
ど
と
訴

え
た
。

次
い
で
木
下
誡
也
愛
媛
大

学
教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

で
、
藤
井
聡
京
都
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
教
授
、
奥
村

太
加
典
大
阪
建
設
業
協
会
会

長
、
奥
田
剛
章
大
阪
港
埠
頭

社
長
、
山
本
剛
道
畿
地
方
整

備
局
技
術
調
整
管
理
官
、
交
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総
合
的
な
防
災
対
策
の
推
進
急
務

槻
市
駅
か
ら
従
歩
５
分
の
場

所
に
あ
る
。
敷
地
面
積
は
８

０
０
２

・
３３
一士
力
房
。
建
築

面
積
は
４
２
２
７

・
４６
平
方

研
で
、
規
模
は
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
５

階

一
部
６
階
建
て
延
べ
■
万

０
０
３
２

・
¨
平
方
済
に
及

ぶ
。会

館
南
半
分
に
１
５
６
４

席
を
備
え
る
人
ホ
ー
ル

（１

階
９
９
６
席
、
２
階
５
６
８

席
）
が
あ
り
、
北
半
分
の
１

階
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
和
室
５

室
、
２
階
に
集
会
室
７
室
、

３
階
に
集
全
Ｅ
圭
６
宇
と
事
務

室
、
４
階
に
集
会
室
３
室
な

ど
を
配
置
。
ま
た
空
調

・
消

防
の
ほ
か
、
舞
台

・
音
響

・

照
明

・
映
写
な
ど
の
設
備
も

設
置
し
て
い
る
。

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
の
若
手
技
術
者
が
２７
日
、

国
立
明
石
工
業
高
雲
専

門
学

校

（兵
庫
県
朗
石
市
）
を
訪

問
し
、
土
木
を
学
ぶ
学
生
に

建
設
コ
ン
サ
ル
業
界
の
魅
力

を
紹
介
し
た
。
∞
年
度
か
ら

始
め
た

「学
校
訪
間
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の

一
環
で
、
今
回
が

４
回
目
。

「
１０
年
後
、
わ
年

後
の
日
本
の
デ
ザ
イ
ン
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か

け
る
と
、

「
ど
ん
な
人
材
を

採
用
す
る
の
か
」

「学
生
の

う
ち
に
す
る
べ
き
こ
と
は
」
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